
Fucales ノ ト (1) 

中沢信午*

S. NAKAZAWA: Notes on Fuca!es 

断片的な小知識を書きとめておくととも，まんざら意味のない乙とでは

あるまい。なぜなら，一つには乙うして事実を確かめた乙とになるし，もう

一つには誰かがとれにヒントを得て，新しいアイデアのもとに体系的な研究

を発展させてくれるかもしれないからである。そういう意味で，私が関係し

ている Fucalesについて知り得た小知識の断片を乙れからノートしてゆきた

いと思う。

1. 仮根の数をへらす実験 受精後しばらくたって生ずる幼臨の第 1次

仮根の数は自然条件では種によって大体きまっている。 たとえば Fucus(卵

筏60μ)および Pelvet匂(卵径84μ)では仮根が 1-2本，Cystophyllum cras-

s争es(卵径108-80μ)では4本，Coccoρhora (卵径150μ)では 8本，Sargas-

sum confusum (卵径210-140μ)も8本，S. enerve (卵径250-235μ)では 16

本，Cystophyllum si・'symbrioides(卵径312-229ρ)では 32本である。その他

多くの種について研究報告があり，猪野(1944)は一覧表をつくっている。卵

の大さと仮根数との聞にはパラレJレの関係があるようにみえ，猪野も乙れを

ほのめかしている。そ乙で，仮根数をきめる原因がはたして何かをしらべて

みたいのだが，実はたまたま別の実験の刑産物として，ちょっとしたヒント

が得られたので，これを記しておきたい。

。ーメ JレカプトエタノーJレは細胞に侵入しやすい試薬である乙とから，

その影響を研究してみた。 乙の試薬 M/1，000をふくむ海水中で Coccophora

の受精卵を培養すると，生ずべき第 1i欠似根の数が減少し， 0-3本となる

(図 1)。しかも仮根の伸長生長が制限され，多くの場合わずかに単なる突起と

して生ずるにすぎない。 M/500の濃度をこえると全員枯死し， M/lO，OOO以下

の濃度では正常に発育する。乙の事実から，とれを 8ーメ jレカプトエタノーjレ

の影響とみてよかろう。乙の試薬はタンパクのシステインを酸化する酵素
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cystathionaseの活性を低下する性質をもち，

またシスチンの SSを SHに還元して システ

イン化する性質をもつから涯はiJJJ怪の仮根

はSH→SSの変化によってあるタンパク分
子のある 2次構造ができるとと に依存すると

怨像されるが，これにはよりくわしい研究が

必要である。

RNase 1/10，000をふくむ海水に受精卵を

おく と，やは り仮根形成が阻害され， 告~仮根

隆ができる。乙れは仮根分化にある RNAが

参与 している乙とを暗示する。一方において

Fucusの卵では仮根分化の方向にむかつて核

のまわりから RNAが一方交通方式で‘移動し
てゆく事実がある(中沢，1964)から，RNase 

による 1!!~仮根JJ杢は仮根分化に役割を演ずると
図1 Mjl，OOO sメルカプ トエ

ーノレの影響で 2本し

ころの RNAが活性を失ったことを示すと考 か仮綬を生じないスギモ

えられる。 ク幼怪

9 

2. 粘質物による鉄の還元 liliのまわりにある粘質物はおそらく フコイ

デインであろう。 1%塩化第2鉄 (FeC13)放に 1% フエロシアン化カリ 放を

加えるとプノレシャンブ、jレーを生じて背くなる。 乙れは IIIfiUiの鉄イオンとフ

エロシアン基が反応したからである。しかし嵐化第2鉄放にフ ェリシアン化

カリを加えて も背く はならない。 ζれは III仙iの鉄イオンにフェリシアン基

は結合しないから である。しかし櫛化第2欽液をしばらく白光にさらしてか

らフ ェリシアン化カリを加えると，乙んどは背く なる。 ζ れは 光によって

III価の鉄イオンがII価に還元され，それにフェリシアン基が結合してタ ー

ン・ブノレF を生成したのである。とζ ろで粘質物にもこの場合の光とおなじ

辺元作用がある。

Coccophoraの卵を暗所または安全ランフ。の亦光の下で 1%硫化第 2鉄

液にいれ 60分後にとりだして 10秒水洗し，いそいでζれを 1% フエロシ

アン化カリ液にうっすと， 卵簡の粘質は一面に背くなる。 乙れは 60分間に

III仙の鉄イオンが粘質物の中に侵入した乙とを示す。 ところが出化第2鉄

からと りだした卵を，フ エロでなく フェリシアン化カリ液にいれでも育くな
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るのである。 乙れは粘質中に侵入した III
価の鉄イオンの一部が II価に還元された

からにほかならない。では粘質中の何が乙

の還元を行なうのか，それはまだはっきり

しない。粘質物はその大部分がフ コイデイ

ンで，それは糖類の硫酸エステ Jレともいわ

れている。しかし卵周の粘質物はそのほか

にもいろいろの成分を混合しているだろう

と近年の報告から考えられるから，還元の

メカニズムは単純ではなかろう。それはさ

ておき，乙れに関連して記すべき ζ とが一

つある。 それは卵がリセプタクノレの表面に

着いたままで上の笑験をやると図2のよう

な像が得られるととである。とんどは塩化

第 2鉄に入れる時間をみじかく 5分とし，

t舎
ゐ ， 本

図2 スギモク卵の粘質周IC頂端

部から矢印のと乙ろまで侵
入した欽イオンをフェロシア

水洗を 30秒とする。そうすると卵周の粘 ン化カリ で検出したととろ

質中にバンド状に青い'層があらわれる。乙の説明としては， リセプタクノレ上

で!mはその stalkを内に， その反対側を外にむけて コケシを多数立てならべ
たようになって横におしあっている。 したがって鉄イオンは stalkと反対の

泌出した部分からしか侵入できない。それで5分間に粘質層にある程度まで

侵入し，のちに氷洗によって，こんどは鉄イオンが外へ逃げてゆくのだが，

乙れまた入ってきた方の側のみが洗われるから，そちら側だけが逃げ去り，水

洗される一端から速いところの内部にはまだ鉄がのこっている。そζがつぎ

の操作で背くなるのである。乙の事実から充分に考えられる ζ とは，鉄イオ

ンのような微小粒子でさえも卵の粘質層が外液にふれる側からしか侵入でき

ないのだから，まして精子のように巨大な粒子はおなじく外液に泌出した一

端だけから卵に近づき得るであろうという乙とである。したがって，もし精

子侵入点に仮根ができる という阿部(1941)の観察が正しいとすると，仮根は

リセプタク Jレに附着した状態では外にむかつて，つまりリ セプタク Jレから速

い方に面して生ずるであろう。実際にその通りで，統計的には リセプタクル

に近い staIl王と反対側に仮根を生ずる率は stall王侃lJのそれに対して1.3併にな

っている (NAKAZAWA，1959)。もっと高率にならないのは粘質屈をつらぬい
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た精子が囲卵腔のなかで泳ぎまわって反対側へも行き得るζ とと，また仮根

形成位置にはもう一つのファクタ F として卵に対する粘質層の圧迫の不均ー

があるためであろう。

3. フークス卵の卵割と仮根形成 Fucusevanescensの卵が発生をはじ

.めるにあたって，まず2個の細胞に分裂してから，そのうちの 1細胞が突出

して仮根をつくるといわれている(猪野， 1947)。 と乙ろがフ F クスの実験で

有名な WHITAKER(1931)の論文では F.evanescensの卵はまず仮根突起を生

じてから後で細胞分裂を行なうとのべられ，その図まで発表されている。そ

乙で私は乙の点に注意しながら観察したおよその結果を本誌10巻 (1962)に

書きとめたが，その後さらにつぎのように判明したので記しておく。

リセプタクルをろ過海水で充分に洗ってケイ藻その他の微小生物をのぞ

き，ペトリ皿の中で放出した受精卵をピペットでとって他のペトリ皿にうっ

し，滅菌ろ過海水で培養し，およそ 12時間後にランダムにとった卵について

顕微鏡下に(司仮根突起を形成していながら卵割のおきていない卵の個体数，

および (b)仮根突起を生じないうちに卵割だけが行なわれた卵の個数をかぞ

え aのパF セント=l00Xa/(a+b)およびbのパ戸セント=l00xb/(a+b) 

を計算した。結果はこうである。

a =76， b =21， 合計 =97
したがって

a = 78%， b = 22%， 合計 =1∞%
乙の事実から，乙のフ F クスの卵では両者ともにありうる乙と，したが

って猪野(1947)もWHITAKER(1931)もどちらも正しいが，また両者とも半

面しかとらえていなかった乙とがわかる。しかしどちらの研究者も卵割と仮

根突起との順序が一様でなければ気づくはずだから，おそらく両者間院は培

養条件にちがいがあったために発生順序が一方に偏したものと考えた方がよ

かろう。そ乙で問題は，卵割の方を先にする猪i野型と，仮根突起の方を先に

する WHITAKER型とはどういう条件マそのように決まるのか， という乙と

である。乙れは発生学上重大な乙とだが，まだわからない問題である。

-Summary 

(1) In Coccophora eggs， usually eight primary rhizoids ar;e djfferentiated under 

natural conditions. But the rhizoid number is reduced to 0-3 if the fertilized eggs 

are cultured in出esea water containing Mfl，OOO ，9-mercaptoethanol. Similar reduc. 
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tion was also observed when they were cultured with the sea water containing 

1/101α)() RNase. 

(2) The mucilage surrounding the Coccophora egg reduces ferric ions to 

ferrous， so that if the egg is immersed in 1 % ferric chloride for 60 minutes， rinsed 

with water and tqen transferred to 1% potassium ferricyanide， the mucilage turns 
blue. By use of t:his phehomenon， the region of the mucilage through which sper-
matozoids approach the egg cell under natural conditions is demonstrated. 

(3) In Fucus evanescens eggs， there are two cases in the order of the rhizoid 
development : (a) the bulging of出erhizoid precedes the first cleavage， and (b) the 
五rstcleavage precedes the bulging of the rhizoid. Percentage of the former was 

78 and the latter was 22. 
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嬬恋湿原の Desmuls相 (1) 

伊藤市郎・伊藤美津枝

I.JTOl) and the late M. IT02): Desmids flora uf Tsumagui bog 1 

嬬恋湿原は群馬県吾妻郡嬬恋村にあり，長野県境問岡山(吾妻山 Mt.

Azumaya)の東方約6kmの山麓，標高 1200mにある。叉，吾妻・川のー支流

の上流，干俣・上ノ貝部落から約2kmにあって，湿原の大きさは，南北約

400m，東西約 1000mである。その中央部を東西に水の流れが認められた。

湿原はミズゴケからなり， ヨシ，時には谷地坊主の発達が見られ，モーセン

1) Sakai senior high school， Sakai-machi， Sawa-gun， Gunma prefecture 

群馬県立境高等学校

2) She died 26 July 1964 嬬恋湿原調査一年後榛名湖調査から帰って，その夜急死
The Bulletin of Japanese Society of Phycology Vo1. XlII. No. 1， April 1965 
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